
日本学術会議 地域研究委員会・地球惑星科学研究委員会合同 

地理教育分科会 大学地理教育小委員会（第 25 期第 1 回） 

議事要旨 

 

 

日時：2021 年 5 月 23 日 14 時～15 時 

会場：ZOOM 会議 

出席：由井義通（委員長），石川義孝，久保純子，近藤章夫，鈴木康弘，村山朝子，森本 泉，

吉田道代，吉水裕也，渡辺浩平 

欠席：横山 智 

 

議事要旨 

１．役員（委員長・副委員長・幹事）の選出 

委員長に由井義通，副委員長に横山 智（欠席であったが小委員会後に了解をいただいた），

幹事に近藤章夫，森本 泉が選出され，了承された。 

 

２．第 24 期での主な議題 

本小委員会の前期（第 24 期）の活動について第 24 期石川委員から説明があり確認した。 

・第 24 期での主な議題として，第 23 期で地理学専門・教員養成の学部を中心に実態調査・

報告をふまえ、第 24 期では、地理学専門・教員養成以外の学部を含めたより広い範囲の

学生を対象とした地理学教育および高校で地理教育を担う人材育成のあり方を探った。 

・成蹊大学における「持続社会探求」の紹介（地理学的な視点を活かしたプログラムの導入

とその成果・課題についての報告） 

 

３．今期の活動方針 

今期の課題として，24 期からの検討課題（以下の 3 点）について継続して検討すること

にした。 

(1)高校で「地理総合」を学んだ生徒を対象とした大学カリキュラム作成（教養教育、専門教

育、教員養成、教職大学院）、ガイドラインやテキスト作成など、今後の検討の方向性に

ついて検討した。 

(2)大学入試に地理学的視点・調査手法をどのように反映させるか議論した。入試問題に地

理の科目を入れる大学をどのように増やすか検討した。 

(3)大学教育における地理学の貢献について議論した。特に地理総合で扱う防災、観光分野、

地域づくりについて取り組んだ大学の授業の必要性について検討した。 

 


